
愛
知
・
名
古
屋
の
地
域
特
性
（
名
古
屋
市
）
 

 ①
名
古
屋
市
の
地
形
 
 
 

 

④
名
古
屋
大
都
市
圏
は
日
本
の
要
 

※
「
G
re
a
te
r 
N
a
g
o
ya
 M
e
tr
o
 V
is
io
n
 
～
名
古
屋
大
都
市
圏
成
長
ビ
ジ
ョ
ン
～
」
 

②
土
地
区
画
整
理
事
業
等
施
行
区
域

⑤
昼
夜
間
人
口
比
率
／
鉄
道
駅
の
乗
降
客
数

区
別
昼
夜
間
人
口
比
率
（
※
H
2
2
国
勢
調
査
よ
り
作
成
）
 

③
土
地
利
用
の
現
況
 

全
般
的
に
地
盤
が
良
好
（
主
な
施
設
：

熱
田
神
宮
、
名
古
屋
城
、
官
庁
街
な
ど
） 

地
盤
が
軟
弱
な
低
地

（
主
な
施
設
：
名
古
屋

駅
、
名
古
屋
港
な
ど
）
 

大
規
模
に
谷
や
沢
を
埋

め
立
て
た
盛
土
造
成
地

が
存
在
（
主
な
施
設
：

東
山
動
植
物
園
な
ど
）
 

市
域
の
約
7
割
が
土
地
区
画

整
理
事
業
等
に
よ
っ
て
整
備
 

↓
 

基
盤
整
備
が
整
っ
た
市
街
地

が
形
成
さ
れ
て
い
る
 

一
部
に
木
造
住
宅
密
集

地
域
が
残
っ
て
い
る
 

臨
海
部
周
辺
に
工
業
・
物
流
機
能
が
集
積
 

都
心
部
周
辺
に
商
業
・
業
務
機
能
が
集
積
 

市
内
鉄
道
駅
の
一
日
平
均

乗
降
客
数
（
平
成
2
3
年

度
、
上
位
1
0
駅
）
 

昼
間
人
口
は
約
2
6
0
万
人
 

（
昼
夜
間
人
口
比
率
は
1
.1
3
）
 

↓
 

圏
域
の
中
心
都
市
 

首
都
機
能
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
拠
点
に
！
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南海トラフ巨大地震の被害想定 （名古屋市独自推計 平成 26 年 2 月公表）

【震度分布】

 過去の地震を考慮した最大クラス     あらゆる可能性を考慮した最大クラス      

【液状化危険】 

 

 

 過去の地震を考慮した最大クラス     あらゆる可能性を考慮した最大クラス      

 

 

 

 

 

 

【津波浸水深・区域】 

 

  過去の地震を考慮した最大クラス  あらゆる可能性を考慮した最大クラス  

【津波浸水開始時間】 

 

 

 

 

 

 

  過去の地震を考慮した最大クラス  あらゆる可能性を考慮した最大クラス  

堤防条件 

（過去の地震を考慮した最大クラス） 

地震発生と同時に盛土構造物(土堰堤)

は耐震化の程度もしくは液状化可能性に

応じ沈下量を設定し、越流によって破壊。

コンクリート構造物は耐震化の程度に応

じて沈下量を設定 

堤防条件 

（あらゆる可能性を考慮した最大クラス）

地震発生と同時に盛土構造物(土堰堤)は

75%沈下し、越流によって破壊。コンクリ

ート構造物は倒壊 
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